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改革改善
の考え方

①問題
点

道路法の改正により、近接目視により、５年に１回の頻度を基本として飯田市が管理する２ｍ以上の橋梁点検を行うこと
が定められた。

②改革
提案

橋梁長寿命化計画の134橋を含む902橋を５年に１回近接目視で点検を行うことにより、橋梁長寿命化計画以外の橋
梁補修の対応が増大することが懸念される。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

中央自動車道に架かる５橋について、管理するNEXCO中日本と工事協定を締結。繰越し分とH26予算で５橋を工事協定によ
り実施。
橋梁長寿命化修繕計画に基づき推進できた。

総事業費①+② 79,588 328,919 227,525 187,948

500 500

臨時職員所要時間

一般財源 13,072 9,266 4,369 9,888

人件費計（千円）② 1,788 1,788

正規職員所要時間

起債 28,500 133,500 91,800 77,300

その他 7,628 7,627

36,228 178,525 121,941 100,760

県支出金

事業費計（千円）① 77,800 328,919 225,737 187,948 （国）社会資本整備総合交付金(活力創出基盤
整備)(5.5/10)
（地）公共事業等（充当率90%）
25→26繰越明許費162,044千円
26→27繰越明許費102,930千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　修繕工事実施設計業務委託（国補）
    稲荷橋（NEXCO）、桧沢橋（NEXCO）、棚田橋
２　長寿命化修繕工事（国補）
　　北並木橋（NEXCO）、大門橋（NEXCO）、米野橋（NEXCO）、
　　柏原橋（NEXCO）、権現堂橋（NEXCO）

１　実施設計カ所数

２　工事施工カ所数

１　　　　　　３カ所

２　　　　　　５カ所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　飯田市で管理する橋梁の多くが高度経済成長期に集中的に建設されており、耐用年数についても同時期に到来する。今後老朽化
する道路橋の増大に対応するため、概ね5年毎見直しを行う長寿命化修繕計画により「予防的な修繕及び計画的な架替」へ政策転換
を図るとともに、橋梁の長寿命化並びに橋梁の修繕及び架替に係る経費の縮減を図りつつ、地域の道路網の安全性、信頼性を確保す
る。

成果
指標

単年度修繕橋梁数：カ所 8 5 24 25

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市内の移動に不便を感じる市民の割合（道路）：％

橋梁長寿命化修繕計画策定済橋
梁：カ所

114

意図（どういう状態
にするか）

橋梁の長寿命化のために修繕が必要な橋梁
目
的

対象（誰・何を） 飯田市が管理する道路橋梁

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 44 交通機関と道路の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 維持係 H26係等名 維持係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 25 終了
事務事業名 橋梁修繕事業

会計 一般会計
34 207

事業種別 政策

4 施策№ 44 事業№


